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describedinthepreviouspaperswereesterified

wi仙 (土)･alle血rolone.The toxicity of 血ese

estersandtherelatd compoundstothecommon

llOuSefly,MuscadomesLt'cavt'ct'naMacq.,Were

eyatuated by topicalapplication method. The

allcthronylhomochrysatlthemate(entryNo.4,5)

-wasshown tobetoxicand thedextrorotatory

Eormwasfarmoretoxicthan血eJaevorotatoryone.

Fur山erelongationof山eesterlinkageresu一ted

inthelossoftoxicity.Thecyclobutanecarboxylic

acides'ter(entryNo.10)wasshowntobetoxic

andso,thecyclopropaneringmightbereplaced

tosomeextentbytheq･clobutanering,provided

theotllerrequirementswereEulfited.However,
furtherelogationoftheesterlinkagea7soreduced

thetoxicity･ThelaQtOneS(entryNo･12116)

Obtainedby血ehotsulpIluTicacidtreatmentwere

non-toxic. 1
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25.LindAnCによるシマ トピケ ヲ幼虫の駆除につし､て 正垣幸男 (京都大学理学部 動物学教室)

33.7.12受理

瓜矧 こ融接に抄蟹がなくて シマトビケラ幼虫を駆除する])ンデン乳剤の氾皮と接触時間を室内尖験

により得た.

措 自

宅地目幼虫は淡水には'=瓜し,大部分が造B!してその

内に居を占めるが,なかでもシマトビケラ科 Hydro-

psychidaeの幼虫はJjTr刑造網型 ーnet･spinnerであっ

て,これは発屯水路の内壁に附右近関して流水虫を減

少させ,ために発屯所の出力減少を来たし,陀力界に

Ef大な抗告を与えているもので,本邦内389発屯所の

うち172倍所がこの紋日を受け,そのtEl失TE力は実に

211920kW に及んでいると言われている.

わが国では奈良女子大学の沖田松苗博士及び河合禎

次氏5･6･7.8)が早くから毛硯目の分軌 生態についての

立派な某紙をあげられ,虫近は発1丑所の被告を防 ぐた

めにシマトビケラ科の防除をも超 考々究され対策を実

験されつつある. .

筆者は京都市高野川流域のプユ -S三mulidaeの駆除

対策として Iindan'e 乳剤によるプユ幼虫の駆除を実

施した際,芸=一列に多くの毛効目幼虫が流失するのを見

たので,その後プユ幼虫の殺虫効架の室内実験と非に,

シマトビケラ幼虫に対する lindane の殺虫効果の突
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畝をもあわせて行い,その効果を実証LfuT:ので.戟

虫剤による幼虫駆除が耗折的なシマトビケラ防除の抄

とつであるという見地から,ここにその概略を報岱す

る次第である.

稲を進b'･るに先立ち,抑指等を賜った京大教授中村

郎児博士並びに植田静穏博士,採純水班昆虫の同定に

御教示を戴いた奈良女子大河合祈次氏,統計学的検討

に御指導戴いたl大阪市大大沢済教授,並びに本実験遂

行に御援助御協力を戴いた有恒社及び同研究部五十嵐

昭実氏に深甚の謝意を表したい.

' ､ 実験材料及び方法

Tablelはプユ幼虫駆除のために,流水中にIindane

乳剤 1ppm を投入し採災した水按昆虫の1部で,そ

の大部分が苑死し,1部分は麻痔状態であった.その

方法は下記の様である.

1実験水域 :京都市左京区八潮町,高野川本流及び分

流の水車町の泡慨用水路.投入薬包 :八淑水中町の溢

概用水路では1分 間 33.6ton の流水塁に対 して

乳 剤 34cc, 八淑遊園地班の高野川本流では 1分間

99.4tonの流水量に対して乳剤 100cc,1王ndane乳剤

投入地点よりの距離 :90米,探究金網の大きさ:70

x60×50cm の四角錐･.投入後の捕脚 古間 :3時間･

以上の如く野タt流水域の実験で Iiidatlelppm によ

り多数の トビケラ教の幼虫の苑死することが捌かになI

ったので,これを朽密な室内実験に移した･

実験場JTr:京大動物学教室,輔両に窓を控えた地下

室.実験期日:16,Ⅹ,1956-18,I,1957.

供試昆虫 :京都市左京区高野川産のウルマアシマト

t='ヶラHJ.dropsychezLlmeriTs.uD̂･実験1時間抑 こ

高野川にて採放した材料を,氷と預を入れた斑法瓶で

持帰り,京大水道水にて飼育し弱体を除き体長 12mm

内外の比較的若齢幼虫を用いた.飼育水 :井水を水垢

とする京大独自の水道水にて,京大構内の深さ約110m

の井戸よりくみ上げた井水を砂糟で辞退のみし,殺菌

は未処理である･予揃実験におい七本昆虫位申場所の.

高野川水と,本水道水を蚊用したが差が認められなか

ったので,本実験においては本水道水を使用した.本

幼虫の餌には板付きのホーレン串をよく洗い,これを

いた.飼育容沿 :500ccの広口斑を用いこれを水を

fl椅したホーロー引き角の大バットに並べ,bimetalの

恒温装置により飼育水の温皮を 18.00に保った. 飼

育掛 こは aspiratorにより空気を送入した (Fig.1).

Table 1. Aqllaticinsectslkilledbylindane.emulsioninthenaturalstreams.

speciesofdeadaquaticinsects 庫faioune;strelaiTiTf,Bha･LRTvoeTSan,es;trela57･x,TlSaSnO

t2･L
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Tab一e3. ResultofcomputationoftlleeXPOSur占time･mortalityregressionlines.

4. この場合,作用時間を投丑とみなして,Fig.2

の結果に対していわゆる投虫致死率回揃tEi緑を想定し

て y-5-b(x一読)の式の計罪を行 うとTable3
となる.

5. Table3の結果によると が 検定の結果が示す

如く2ppm の渋皮の場合には回帰線の田緑性が認め

られるが,1ppmでは田綜性を満足するに至らなかっ

た..これはとくに6O砂の接触点が期待以上の駄れた位

を示したことなどに帰せられる. 即ち 2ppm を使用

した万が致死効果が狂犬であることが推定される.ま

た氾皮 lppm の倍である2ppm においては LTl50

に示す如く,接触時間は 1ppm の約 1/3で効果が現

われている.以上の如くIindane氾皮lppmは2ppm

よりも殺虫力は租劣るが,60秒間接触で70% の効果

を示しており,これは完全に斑死した供試昆虫を計許

した場合で,梢麻搾状億になり弱った個体をも入れる

とより高率の効果であることが認められ,魚額への甜

哲を考慮に入れた場合に, 自然流水域での実験は

lindane荘き皮 1ppm に基準を田いてよいのではない

かと推定される.

6.l本剤の魚斑への彫蟹をみるために供試魚獄とし

てメダカ 01ygiaslatL'Z,es(Terhmip_cketShlegel)

を用いたが.メダカは京都市北郊の堺泥池にて採光し,

研究室内の飼育バットにてli郡司以上飼育した材料で

体長平均 2.2cm (1.8-3.0cm), 体重平均 0.41g

(0.35-0.43g)のもーのであった. lindanel及び

2ppm氾皮で夫々150秒間の接触実験では何等の反応

をも示さず,実験故も誰響なく元気であった.しかしメ∫
ダカは静水位の魚で自然魚のうちで奴も室内実験に適

しておるので,他の魚獄への彫蟹を同一にみなすこと

は出来ない.後述するように聾者の血税3位のIindane

に対する抵抗力を比較 した実験では 1ppm 孤皮の

Iindane 浴紋に接触してハエは斑も弱く3分 (5匹の

ー平均5.6分)で拭悔し,フナは8分 (5匹の平均13.0

分)で拭転し, メダカは良も強く14分 (20匹の平均

20.2分)で蚊転を始めている.ウルマアシマトビケラ

は同様の接触で.5分後には梢不活況になる程度で

Iinqaneの好雪劉ま最もおそい･ しかし班転した瓜類を
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垣ちに河水に移せば間もなく軟投し,ウルマアシマト

ビケラは括水に移して飼育後にIindaneによる斑死個

体が見られる.水沼3)も小出とメダカにおいて各位投

票薬剤の致死限界渋皮が夫 異々なることをみており,

ホ')ドール E605乳剤においては小鮎では1.86ppm.

メダカでは 3.96ppm で,即ち小鮎ではメダカの約

1/2簸堅塁で致死に達している結果を実験している.沖

田5)はBHCに対してはコガタシマトビケラHydro-

psychode!bye-vilir'eataよりも供試魚類のフナや ド

ゥヨウの方がはるかに弱い抵抗力を示すことを托告し

ており,=TE者の本実験の結果と異なっているが, これ

は抜触方法の如何によるものと思われる.

'追加実験 :主として魚類3軽の 1indaneに対する

抵抗力を比較した.

実験場所 :京大動物学歌島 特研二階内相, 宝温

19.0-20.00.

実験期日:1,Ⅹ1Ⅰ,1957;13:40-14:30, /

供試薬剤 :lindane乳剤,渋皮 1ppm .

供試動物 :'ゥルマアシマトビケラ若齢幼虫 (40匹,

京都市高野川産.

メダカ (20匹),京都市深泥池産, 体長平均 2.4cm

(2.2-2.5cm),体重平均 0.44g(0.4-0.5g).

フナ (5匹),滋貿児漸田川産,体長平均.6.8cm(6.5

⊥て･2cm),体重平均 7･9g(6･0-9･Og)･

ハエ (5匹), 京都市八駁秋岡衣桁池亀 休 長 平 均

10.5cm (10.0-ll.0cm),体式平均 16,4g(14.5-

18.0g).

方法 :田径 22cm一抹き12cmの丸バット(lindane

浴校 6000cc)に フナ (5匹)及びハエ (5匹),直径

17cm一深さ10cmの丸バット(lindane桁紋1000cc)

にメダカ (20匹),田径 12cm一抹さ3cm の丸パッ

ト (lindane沿絞 500cc) にウルマアシマトビケラ

(20匹)を入れ13時40分に同時にリンデンだ3枚に接触

させ, シマトビケラのヌ三験パットのみ magneticvi-

bratorで空文を送入した･ 非処理のウルマアシアト

ピケラ(20匹)は接触時間に根付きホ～レン串を入れ

た飼育瓶に移し aspiratorで空気を送入して飼育した.
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突験シマトビケラは薬剤接触後5分間して朽水に移し

て対mシマトビケラと同様にして飼fI-した.薬剤抜触

後杭転した魚類は夫 但々ちに治水に移して飼育した.

結果 :1) 供試魚類ハエ,フナ,メダカはいずれも

井剤接触後間もなく狂奔状態になり,ついで抜転して

水面に 静止するが, 接触より梯転までの時間はハエ

(5匹)は 3-10分間.平均5.6分を要し,フナ(5匹)

は8-15分,平均13.0分, メダカ (20匹)は14-24

分,平均 20.2分を要し,即ち接触より横転までの時

間による抵抗力の強さはメダカ>フナ>ハエの頓T字で

メダカはフナの約 1.6倍,ハエの約3.6倍,フナはハ

エの約 2.3倍である. 2) 供試粗筋は Iindane乳剤

による杭転後夫々垣ちに括水に移せばハエ,フナでは

夫々10分以内に,メダカは夫々5分間以後に正常に泳

ぎ出し,全個体が軟投し,薬剤抜触後の2,ⅩII;14:00

及び 3,ⅩⅠⅠ;14:00即ち24時間後,48時間後に検査

したが元気であった.3)魚額への接触と同じIindane

lppm氾皮の乳剤で接触してより5分間後のウルマア

シマトビケラはやや不活況になるだけであったがこれ

をT75水に移して飼育すると接触してより24時間後には

供試数20匹のうち11匹苑死し48時間筏には更に4匹,

合計15匹乾死した.これに反し対照の未処理の同幼虫

20匹は同一方法で飼育し,48時fAl後には2匹のみ野死

したので 1indanelppm での殺虫効果はある程度あ

ったものと認められる.

文 献

1) Bliss,C･Ⅰ･:Science79,38(1934).

2) B一iss,C.Ⅰ.:Am Appl.Biol. 22,134

(1935).

3) 水沼栄三 :滋男瓜水産試敵城報告 7,22(1956).

4) 大沢折 ･長沢純夫 =防虫科学 7･8･9,6(1占47).

5) 沖田松苗 :宇治発fE所の発fE告虫シマトビケラの

研究,関西fE力近故支社,大阪 (1955).

6) TTt田松前 :防虫科学 22,187(1957).

7) tJ!FJ松田 ･広 正義 :日生憤会誌 5,77(1955).

8) tltロ松苗 ･河合純次 :日生態会誌 6,73(1956).

R68um6

The rearing ofHydropsychelarvaein the

laboratoryconditionwereeasilymadeby'forcing

air三mtothebottlewith magneticvibratorand

aspiratorasshowninFig.1.Accordingtothis,

aftereachexposureinl & 2ppm concentration

oflindanefor30,60,90,120ant1150seconds.

larvaeofHydropsycheulmeriwererearedinthe

tap･waterfor24& 48王10urS.Thenumberof

deadcaddis･flylarvaewerecountedaSShownin

Table2. 1nthecaseof2Rpm concentratioJIOf

]indaneemulsions, theresultagreeswith the

time-mortalityregression lineofBliss′method

butin1ppm itdoesnotso.AccordingloLT-50

ofTab一e3,2ppm concentrationoflindanewas

effectiveaswellas1/3exposuretimeofIppm.

Tlleeffecttotllekil】ifiSIltllereWasnOremark-

aも一ein eitllerCOnCentration of1or2ppm by

exposingfor150seconds･h 1ppm co.ncentration'
by exposureof60seconds,70% mortality of

mddisflywasshownafter48hours,.andthis

Eigure wastheconcentration that the larvae

werecompletelykilled.Iftheweakenedones

were added theeffectwouldbe'h'gherthan

this. Therefore, itis concluded thatthe､

concentration of1ppm isbettertobeusedfor

controlthecaddisflyinnatllralstrelm.

FaClor8lnrlucncing the Development of AnL九reT叩SI,C,baSCL'L Keizi KIRITAh'I

(EntomologicalLaboratory,Co一legeofAgriculture,KyotoUniversity,Kyoto,Japan).Received

July14,1958.BolylL-Kagaku23,137,(withEnglishresllme,145).

26･ ヒメマルカツオブシムシの成育を支配する要因兼 桐谷豊治 (京都大学 n学部 昆虫学

研究室) 33･7.･14受理
I

ヒメマルカツオブシムシ AnEhrctltLiverbムsciの成育に幼山間の食軌 飼育密度,温度がいかなる

fU韓を与えるかを調べた.また幼虫のf与こ眠覚醒の氾皮条作についても調べた.

は じ め に verbasciの成虫の産卵習性,走光性,寿命などにつ

erE者10)は先にヒメマルカツオブシムシ 1̂ZLhrcIZuS いての失敬の結果を報告したが,本軌 こおいては,幼

井京都大学n学部昆虫学研死重菜折 節 312号.
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